


























































































































































































































〈114〉Face and communication: Cognitive basis and its evolution
大久保：そうです。写真を撮影する際に，モデルに対してできる限り表情豊かに，と伝えました。
笑顔も怒り顔も同様にです。感情は本物ではないですが，これが結果を意味していると思います。
質問者：短い質問です。昔の研究で，幸せなどの肯定的な表情や感情は右半球に関連していて，
否定的な表情は左半球に関連している，というのがいくつかありますが。
大久保：その反対ですね。
質問者：お話の最後の写真を見せていただけませんか。
大久保：こちらですか。
質問者：はい，そちらです。この写真の男性の顔の右側と左側では反対の感情を表しているよう
に見えますが，そう思われますか。
大久保：たぶんそうですね。同意見です。
質問者：顔の表情に見られる感情の左右差について，どのようなお考えを持っていらっしゃいま
すか。
大久保：その点に関しては，いくつかの理論と経験的実証があります。まず，感情は右半球で処
理される，と提唱している理論や証拠があります。一方で，否定的な感情は右半球で，肯定的な
感情は左半球で効率よく処理される，と提唱するデータもあり，議論になっています。恐らく，
感情バランスに多少の差があるのかもしれません。構成写真の刺激に関しては，陰性感情におい
て大きな左右バイアスが確認されましたが，陽性感情では僅かな差でした。後ほどまたお話しま
しょう。
